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1．研究背景及び目的 

エレクトロスピニング法（ES 法）はマイクロ

－ナノメートル径の微細なファイバーを紡糸す

る手法として注目されている．[1-3] 

本研究では，ES 法を応用して長さ数マイクロ

メートルの液晶性マイクロロッドの作製を試み

た．液晶性のマイクロロッドは，液晶デバイスの

ギャップ材や，マイクロマシンの材料として応用

することが可能であると考えられる． 

我々はまず，ES 法によって直接液晶をファイ

バー化することを試みたが，セルロースなどの特

殊な材料の場合を除き液滴のまま基板に堆積し

てしまった．そこで，メインの液晶材料に紫外線

硬化する液晶性反応メソゲンを添加し，ES プロ

セス中に紫外光を照射することで液晶を硬化さ

せマイクロロッドを作製する手法を新たに提案

する． 

 

2．実験方法 

マイクロロッド材料として，液晶性反応メソゲ

ン 材 料 RMM 4.5 wt% と 光 重 合 開 始 材

IRGACURE（BASF）0.5 wt% を添加したネマテ

ィック液晶 LCA をマイクロロッド材料として用

い，Fig. 1 に示す装置を用いて ES を行った．ES

条件は，キャピラリ先端－基板間距離 8 cm，印

加電圧 8 kV DC，流量 19 l/s とした．また，キ

ャピラリは，内径 110m，外径 360 m，のもの

を用いた．また，キャピラリ先端直下で UV光に

よる硬化が生じるようキャピラリ直下にスポッ

ト直径 8 cm，中心波長 365 nm，照度 6 mW/cm2

の UV 光を照射した． 
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Fig. 2 Laser microscope image of the substrate. 

 

ES によって作製したマイクロロッドは ITO 付

きガラス基板上に堆積させ共焦点型レーザー顕

微鏡を用いて観察した． 

 

3．実験結果及び考察 

Fig. 2 にマイクロロッドを堆積させた ITO 付

きガラス基板のレーザー顕微鏡像を示す．UV 光

を照射せずに紡糸を行った場合，Fig. 2(a) に示す

ようにマイクロロッドとならず液滴が基板上に

塗布された．また，UV 光を照射し紡糸を行った

場合，Fig. 2(b) に示すように基板上に長さ   

15 m ，直径 0.6 mほどのマイクロロッドが形

成されていることが確認できた．これは，UV 光

によって RMM が重合しキャピラリ先端近傍で

液晶の粘性が上がりマイクロロッドとなりなが

ら硬化したものと考えられる．一方で，すべての

材料がマイクロロッドとならず粒状の堆積物も

見られるが，この原因として RMM と液晶の混合

材料に UV を照射した場合でも粘度が充分でな

いためマイクロロッドとスプレーとなって基板

に散布されるためであると考えられる． 

また，本研究では液晶を用いてマイクロロッド

を作製したが，ES 条件の検討によって，液晶性

ファイバーを作製することも可能であると考え

られる． 

 

4．結論 

本研究ではマイクロロッドを UV 照射と ES 法

を併用し作製をする手法を提案し実験を行った．

その結果，UV 光を照射することで，本来液滴と

なり散布される液晶材料においてマイクロロッ

ドを形成可能なことが確認された．  
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